
オホーツク出会いの大地  おこっぺ（5）

　町長日誌の第21号です。町長が日頃町民の皆さんと話し合ったことや色々な出来事を
町長自ら書いたものです。町民皆さんのご意見・ご要望・ご感想をお待ちしています。

　お便りをいただく場合は、適当な便箋等を封筒など（使い古しのもので構いません）に入れ、封
をして、町役場窓口か、お知り合いの町職員にお渡し願います。町長のみ開封とし、お返事をさせ
ていただきます。不明な点は、総務課総務厚生係まで。℡２・２１３１です。

町長のメールアドレスは、mayor@town.okoppe.hokkaido.jpです。　

　４月18日㈪　AM７:30
　久しぶりに日曜日我が家で過ごすことが出来ました。ひたすら寝ていましたがいくら寝て
も春のせいか眠いのは私ばかりでしょうか？
　４月に入り入学式や各種団体の総会が続いています。「新年度」と言う言葉には『さあ、
また１年頑張ろう！』と言う不思議なパワーを感じます。雪がとけ、もうすぐ車のタイヤを
交換して、山わさびや行者にんにくが食べられるようになります。町も新しい「まちづくり」
を目指し１年間がんばりますので、町民の皆さんのご意見・ご協力をよろしくお願いします。

　午前９時より３階議事堂に全職員を集め機構改革に伴う人
事異動の辞令交付式を行いました。長い間続いた「収入役制」
を廃止して助役が収入役職を兼ねることにしましたし、福祉
保健課を二つに分けるなどにより70名を超える大幅異動とな
りました。特に役場庁舎内では１階の産業振興課と農業委員会
が２階に上がり、上下水道課と建設課が１階に移動しました。
建設課に公営住宅の管理業務を持って行きましたので、これ
で町民の皆さんの一般的な届出・料金支払いなどが１階フロ
アーで出来るようになりました。

　沙留・興部両保育所の入所式が行わ
れ、また新たにお子さんを１年間お預かり
します。いつも思うのですが１歳・２歳で
子供を集団生活させる事には賛否両論があ
ります。しかし、少子化を防ぐには女性に
安心して働きながら子育ても出来る社会に
することが重要で、その為、はまなす幼稚
園が実施する『学童保育事業』を支援する
ことにしております。子供たちは集団でた
くましく育ちます。しかしその分、より以
上に家庭で優しく厳しく親が愛情を注ぐこ
とも忘れてはいけないと思います。

４月１日㈮ ４月２日㈯
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　プロ野球中日-阪神戦で中日が勝ちましたが、７回から
マウンドに立ちプロ初勝利した石井投手のことが気にな
りました。実は彼は10才の時に感音性難聴であることが
分かりましたが、両親は普通の子と同じように育てたい
と手話は使わせず、補聴器と口話法（相手の口の動きで
言葉を理解する）により成長し野球に打ち込み、難聴の
ハンディーを抱えながら今年ドラフト６巡目で中日ドラ
ゴンズに入団して今回の初勝利となりました。私事です
が、私の19歳になる長女も４歳で両耳の機能を失いつつ
も現在筑波短大でデザインの勉強をしていまして、石井
投手のことが我が子のことのように嬉しく思われここに
紹介しました。町内でもお子さんなど家族に障害者を抱え
るご家庭も少なくありません。どうか、こういう人もいる
のだということを心の糧にして前向きに歩んでいただき
たいと思います。何か困ったことがありましたら直に福祉
保健課（きらり）にお尋ねください。まず、分からないこ
とは聞くことが大切です。さあ、ゴールデンウィークまで
一踏ん張り、また頑張りましょう！

４月17日㈰

　今年も昭和９年戌年会の皆さんから交
通安全旗が贈られました。三瓶さん（泉
町）・金沢さん（緑ヶ丘）・佐々木さん（旭
町）が代表としてお見えになり50枚の旗
を頂戴しました。早速町内に設置させてい
ただきました。かわいらしい子犬の絵が描
かれている旗です。私は「ちょっとボラン
ティア」を町民の皆さんにお願いをしてい
ます。何故なら、町民の皆さんの町政への
関心と参加がよい町をつくるからです。お
陰様で、交通死亡事故死ゼロが1155日続
いています。これも一つの大事な「まちづ
くり」です。戌年会の皆さんありがとうご
ざいました。

４月５日㈫

４月６日
沙留小学校で交通安全指導


